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（ 1） Johann Adam Hiller, Lebenslauf des Herrn Franz Benda, königlichen Preußischen 
Kammermusikus, in ders: Wöchentliche Nachrichten und Anmerkungen, die Musik 
betreffend 23-26 (1766), S. 175-178, 187-190,191-194, 199-202.なお、24号と25号の間
の記述に欠落があり、その内容は翌年2月に刊行された35号の272- 273頁に掲載され
ている。
（ 2） 以下、二段落に渡るフリードリヒ大王の宮廷楽団に関する記述内容は、Sabine 
Henze-Döhring, Friderich der Große: Musiker und Monarch, München 2012, 及び Mary 
Oleskiewicz, „The Court of Brandenburg-Prussia“, in: Music at German Courts, 1715-
1760: Changing Artistic Priorities, hrsg. von Samantha Owens u.a., Woodbridge 2011, 
S.79-130. を参考としている。
（ 3） Premier Geiger.「第1の」ヴァイオリン奏者の意味で、第1ヴァイオリン担当の奏者
という意味ではない。
（ 4） Vgl. Henze-Döhring, Friedrich der Große, S. 105 - 123 , Oleskiewicz, „The Court of 
Brandenburg-Prussia“, S. 98- 99. ヘンツェ =デーリングは、グラウン、ハッセ、ク
ヴァンツ以外の作品が「室内楽」で演奏されることはほとんどなかっただろうと推
測している（同書118頁）。
（ 5） Vgl. Christoph Henzel, Die Schatulle Friedrich II. von Preußen und die Hofmusik (Teil I 
und II), in: Jahrbuch des Staatlichen Instituts für Musikforschung Preußischer Kulturbesitz 









ている（Vgl. Charles Burney, The Present State of Music in Germany, the Netherlands, 
and United Provinces, London 1773, S.129）。
（ 7） ダグラス・リーは、ベンダ作品の代表的な写譜者を20人まで分類し、透かし番号、
資料の所蔵先などの情報を冒頭譜例付きで紹介したベンダの作品カタログを作成し





（ 8） Christoph Henzel, „XII: Berliner Klassik – ein Resümee“, in ders: Berliner Klassik: 
Studien zur Graunüberlieferung im 18. Jahrhundert, Beeskow 2009, S.361-380.また、
Christoph Henzel, „Berliner Klassik (als der Vorbericht zur Partitur)“, in: ders 




の楽譜蔵書群に関する調査を通じて報告されている（Tobias Schwinger, Die 
Musikaliensammlung Thulemeier und die Berliner Musiküberlieferung in der zweiten 
Hälfte des 18.Jahrhunderts: Katalog und Textteil, Beeskow 2006, S.411-430, 443-456, 519-
549）。シャフラートの音楽受容に関しては、ラインハルト・エストライヒによる作
品カタログが資料の伝承状況を伝えている（Reinhard Oestreich, Verzeichnis der 






（10） 返還の経緯については、Axel Fischer und Matthias Kornemann, „Mythen und 
Legenden: Die Restitution des Archivs der Sing-Akademie zu Berlin“, in: Das Archiv 






Schwinger, „Digitale Dokumentation von Autographen und Abschriften im 
ヨハン・アダム・ヒラー 「プロイセン王室室内音楽家　フランツ・ベンダ氏の経歴」　87
Rahmen des Projektes KoFIM“, in: Wasserzeichen – Schreiber – Provenienzen: Neue 
Methoden der Erforschung und Erschließung von Kulturgut im digitalen Zeitalter, hrsg. 
von Wolfgang Eckhardt u.a., Frankfurt am Main 2016, S.121-133. において行われて
いる。
（11） Franz Lorenz (Hrsg.), „Autobiographie Franz Bendas“, in ders: Franz Benda und 
Seine Nachkommen, Berlin 1967, S.138-159.
（12） Douglas A. Lee, A Musician at Court: An Autobiography of Franz Benda, Michigan 
1998.
（13） 東川清一訳編『音楽家の自叙伝―クヴァンツ /ベンダ /E・バッハ /ツェルニー』東
京 2003年、81-140頁。
（14） Charles Burney, The Present State of Music in Germany, the Netherlands, and United 
Provinces, London 1773, S.131-141.
（15） Johann Adam Hiller, „Benda, (Franz) Königlicher Preußischer Concertmeister“, in 


























































































































































































































































































































































































































































































































（ 1） 自伝でもこの日付が誕生日と書かれているが（Franz Lorenz (Hrsg.), „Autobiographie 
Franz Bendas“, in ders: Franz Benda und seine Nachkommen, Berlin 1967, S.138）、残
された記録によるとベンダが洗礼を受けた日は、1709年11月22日である（Douglas 




じものを指すと考えて良いだろう（Lee, An Autobiography, S. 4）。
（ 4） 実際にはこの人物は、ベンダ氏の叔父、つまりベンダの母の弟にあたるシモン・ブ
リクシであった（Lee, An Autobiography, S. 5）。 














（10） Friedrich Wilhelm Marpurg, Historische=Kritische Beyträge zur Aufnahme der Musik, 
erster Band, Berlin 1754, S.162. また、ベンダの自伝は本来、この雑誌に掲載するこ
とを意図して執筆されたものであった（Lorenz, „Autobiographie“, S. 158）。
ヨハン・アダム・ヒラー 「プロイセン王室室内音楽家　フランツ・ベンダ氏の経歴」　107
（11） メロドラマ《平和のオリーブと勝利のヤシの木もとで Sub olea pacis et palma 
virtutis》ZWV175のこと。
















（19） Carl Höckh（1707- 1773）1733年終わりか1734年初めに、ツェルプスト宮廷のコン
サートマスターにベンダの推薦を通して招聘された。この経緯については本稿95頁
で述べられている。

















に理解される（Vgl. Johann Joachim Quantz, Versuch einer Anweisung die Flöte 


























Döhring, Friderich der Große: Musiker und Monarch, München 2012, S.28, 32-33.
（37） この協奏曲とは、ドレスデンに伝えられている筆写譜（D-Dl Mus.2981-O- 2）の表
紙に「1740年4月」の書き込みがあるヴァイオリン協奏曲ニ長調 L:II- 2ではないか
と、ダグラス・リーは推測している（Lee, An Autobiography, S. 30）。 作品番号につ
いては Douglas A. Lee, Franz Benda (1709-1786), A Thematic Catalogue of His Works, 
New York 1984, S.11-12を見よ。
（38） ここまでに紹介された3人のベンダの弟について、生没年を記しておく。ヨハン・
ゲオルク・ベンダ（Johann Georg Benda, 1713- 1752）、ゲオルク・アントン・ベン






ンリッテ・ゾフィー（1748- 1777）の2組が双子として生まれた（Lorenz, Franz 
Benda und seine Nachkommen, Berlin 1967, S.80）。
（40） ここまでに紹介された子息について、それぞれの生没年を記しておく（詳細は
Lorenz, Franz Benda, S. 80- 110を見よ）。 ヴィルヘルミーネ・ルイーズ・ドロテア
（Wilhelmine Louise Dorothea Benda, 1741- 1798）、マリア・カロリーナ（Maria 
Caroline, 1742- 1820）、フリードリヒ・ヴィルヘルム・ハインリヒ（Friedrich 
Wilhelm Heinrich, 1745- 1814）、カール・ヘルマン・ハインリヒ（Carl Hermann 
Heinrich, 1748- 1836）、シャルロッテ・ヘンリッテ・ゾフィー（Charlotte Henritte 








Oleskiewicz, „The Court of Brandenburg-Prussia“, in: Music at German Courts, 1715-














越した演奏技能にも関わらず、非常に謙虚であったという（Vgl. Johann Joachim 
Christoph Bode (Übs.), Carl Burney’s, der Musik Doctors Tagebuch seiner Musikalischen 





しておかなければなりません」と書き送っている（Lorenz, Franz Benda, S. 19）。










開している（Quantz, Versuch, S. 312）。
（49） 註38を参照。
（50） 註40を参照。




（52） Friedrich Wilhelm Rust（1739- 1796）ヴァイヒトナーと同時期の1763年から1764年
にかけてヴァイオリンをフランツ・ベンダに師事。同時に、クラヴィーアでエマヌ






ダの伝記では、50, 000曲伴奏したことになっている（Vgl. Johann Adam Hiller, 
„Benda, (Franz) Königlicher Preußischer Concertmeister“, in ders:  Lebensbeschrei-
bungen berühmter Musikgelehrten und Tonkünstler neuerer Zeit, Leipzig 1784, S.30-53: 
53）。
（54） 原文では1世となっているが誤りで、ポーランド王としてはアウグスト2世、ザクセ
ン選帝侯としてはフリードリヒ・アウグスト1世（生没1670- 1733）で、強王の別名
で知られる。
（55） 以下に登場する頁及び行数は原文の通りで、本稿のそれとは対応していない。
